
 

 

平成 30年 4月 27日 

株式会社 常陽銀行 

 

海外ベンチャーファンドへの出資について 
 

常陽銀行（頭取 寺門 一義）は、このたび、株式会社南都銀行（頭取 橋本 隆史）

とともに、米国ベンチャーキャピタル Sozo Venturesの運営する海外ベンチャーファンドに

出資いたしましたのでお知らせします。 

スマートフォンの急速な普及や情報技術の高度化を背景としたデジタルイノベーション

が進展する中で、革新的な技術を活用した新たな金融サービスの提供が期待されています。

本ファンドは、グローバル展開を目指す米国先進ベンチャー企業への投資により、

投資先のベンチャー企業と日本企業との連携を促進し、新たなグローバルビジネスの

創出を目指すものです。 

当行は、本ファンドへの出資を通じて得られる新たな金融サービスやＡＩ・ブロック

チェーン技術などの情報を活用し、お客さまのニーズにお応えする利便性の高いサービス

を提供してまいります。 

 

 

記 

【本ファンドの概要】 

名称 Sozo Ventures Ⅱ－S,L.P. 

目標出資総額 200百万米ドル（メインファンドとの合計額） 

出資額 常陽銀行 5百万米ドル、南都銀行 5百万米ドル 

投資対象 シリコンバレーを中心とした有力ITベンチャー企業への投資 

残存期間 約10年（2028年12月）投資期間は5年間 

運用会社 Sozo Ventures 

以 上 

 


